
7月28日の「令和8年熊本地震」前回の地震からわずか10年で

の大きな揺れに、驚きと戸惑い・恐怖を多くの方が感じられたと

思います。被災された方々には心からお見舞い申し上げるととも

に、復興へ尽力されている県内の皆様・各自治体からの皆様には

感謝の気持ちでいっぱいです。

毎年8月30日から9月5日までの1週間を「防災週間」として

います。まだ県内ではライフラインが整備されていない場所や、

避難所での生活を余儀なくされている方もたくさんいらっしゃい

ます。そんな中で熊本の方は、ご自身が被災しても他に困ってい

る方の力になれないか、何か自分にもできないかと活動されてい

る方が多く、ありがたい気持ちとパワーをもらうことができます。

こんな時だからこそ、何が必要か・日頃からどんな準備をして

おこうかと考える時間にもなると思います。

パンダでは今回の地震の日に、日頃から避難訓練や災害に備え

ての話し合いをしていたことで、宇土市役所の担当の方・宇土地

区医師会事務局との連携で、ご利用中のお子さんを安全に市役所

へ避難し保護者にお返しすることができ、ホッとしました。そし

て更に、様々な災害時の避難について検討を重ねています。

まだまだ余震が続き不安に思うこともあるでしょうが、みんなで

助けあいながら、子ども達の笑顔がいっぱいの「明日」にしてい

きましょう。

聞きたい！知りたい！

ご利用には医師に記入していただく「病状連絡

票」が必須です。また診断名を明らかにするこ

とで、お子さんへの適切な対応と、同じ日にご

利用のお子さんたちへの安全にも繋がりますの

で、お忙しい中で大変だとは思いますが受診を

お願いします。
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日中はまだまだ暑い日が続いていますが、熱中症対策も含めて健康管理が大切な時期ですね。お子さんの

体の水分量は体重の70～80％です。新陳代謝が活発で汗をかきやすく、体から水分が失われやすい構造を

しています。体重当たりの必要な水分量が多く腎臓の機能が未熟なため、体液の調節がうまくできずに大人

よりも急速に脱水症状を引き起こす危険性があります。だからお出かけや温泉の後にお熱が上がりやすいの

も、こういう状態になりやすいという理由なんですね。

「パンダ」は病児・病後児保育施設です。

あくまでも病気のお子さんが対象となります。健

康なお子さんを保育園の代わりとしてお預

かりはできません。この場合は託児やベビーシッ

ターのご検討をされてはいかがでしょうか？

保育園の代わりに、

あずけられますか？

おもちゃの紹介です

❁スピン＆ギグル・ジラフ❁

Instagramしています

利用について、

わからないことがあれば

お気軽にお尋ねください
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❁キリンの口からボールを入れるとお喋り

をしたり、いろんな色に光りながら歌が聴

こえます。首元のボタンを押したりすると

キリンがクルクル回り始め、動きや反応が

多くて小さいお友だち

に人気の玩具です。

9月1日は「防災の日」です


